
　昨今，さまざまな形態の学習を論じる際に，自己

調整学習（SRL: Self-regulated Learning）という

フレームワークが注目を集めている。この SRL に

おいては，ゴールの設定がまず何よりも大切になる。

加えて，学習行動と関係する Doing，学習者の情

意に関わる Feeling，そして学習計画・メタ認知

に関わる Thinking の 3 分野が重要なものとして取

り扱われる。本連載（3 回）では，この 3 分野のそ

れぞれについて，英語授業や学習と関係する具体的

な問題を取り上げ，ゴールの設定と関係づけながら

論じていくことにしたい。

1　種類が多いだけでよいのか

　今回は，実際の学習行動に関わる Doing の分野

について考えてみたい。英語授業において生徒のと

る学習行動の多くは，教員の教授活動の選択を反映

して決定される傾向にある。つまり，教員が和訳を

重視すれば，生徒も和訳という学習行動をメインに

据えることになり，教員が音読を重視すれば，生徒

も音読という学習行動をメインに据えることにな

る。そんな中で，次のような会話が，とある中学の

英語教員間で交わされていた。

A： 「生徒が音読に飽きてきたみたい。真剣にやって

くれないの。」

B： 「うーん，どんな風にやってるの？」

A： 「そうね，（やり方を説明）こんな感じかな。」

B： 「A 先生，それはレパートリーの問題かも。僕な

んか 20 種類はレパートリーを用意して，新し

いやり方をどんどん入れてるよ。」

A： 「B 先生，すごいわ。20 種類も知っているの？

私はせいぜい 4 ～ 5 種類しか知らなかった。」

B：「それじゃ生徒も飽きてくるよ。」

　この会話に何かひっかかるものを感じながら，先

日，書店の英語教育書のコーナーで，教師向けの音

読指南書を何冊か手にとってみた。すると，この会

話の B 先生と同じような考え方で書かれている書

物が結構多いことに気がついた。つまり，音読のバ

リエーションを数多く示すことに重点が置かれてい

る書籍が結構多いのである。「四
し

方
ほう

読み」「リード・

アンド・ルックアップ」「パラレル読み」「フレーズ読

み」「ロールプレイ読み」「リレー読み」「時差読み」

「キーワード読み」「なりきり読み」「虫食い読み」「あ

いの手読み」「逆さ読み」「通訳読み」「足し算読み」

等々，発案者の思いが込められた実に多くの音読活

動のバリエーションが，そこには紹介されている。

　もちろん，英語教員が音読活動のバリエーション

をたくさん持つこと自体は，決して悪いことではな

い。確かに学習者の興味・関心は，異なるものに対

してより強く向けられ，注意資源の配分量も上がる

傾向にある。したがって，多様な活動を適宜導入し

て授業を進めていくことは，それ自体悪いことでは

ない。しかし，この際に，新奇性（目新しさ）の観

点のみを基準にして活動を選択・導入していくアプ

ローチは長続きしない。このアプローチだと，常に

目新しいやり方を追い求め続けるという悪循環に陥

ることになる。筆者は，そんな状況に陥ることを避

けるために，新奇性とは別の観点で活動を選択し，

組み合わせて一連の流れにすることが大切であると

考えている。

2　ゴールは何なのか

　新奇性に代わる 1 つ目の観点は，ゴール適合性

である。換言すれば，何のために音読をさせるのか，

ゴールを意識しながら活動を選択することを意味す

る。音読の利点（突きつめればゴールと関連する）
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としては，たとえば，

（1）言語材料の内在化につながる

（2）音と文字をつなぐ架け橋となる

（3）音声・韻律面での習熟につながる

（4）文構造や文法ルールの理解につながる

（5） コミュニケーション活動のモデル提示につながる

などがあげられており，比較的多岐にわたっている。

ということは，どの利点に注目するかにより，選択

される音読活動が当然変わってくるはずである。た

とえば，（1）の言語材料の内在化を第一に考えて音

読活動をするのであれば，「リード・アンド・ルッ

クアップ」など，生徒の短期記憶に負荷をかける音

読活動を中心に選ぶべきであろう。（4）の文構造の

理解を第一に考えて音読活動をするのであれば，

ポーズの位置を強調し，文法的な切れ目を意識させ

るような音読活動が必要となるはずだ。同じく（4）

の文法ルールの理解にゴールがあるのなら，目標文

法項目をブランクにしておくような，いわゆる「虫

食い読み」のような音読活動も有効になろう。こう

考えると，音読活動のレパートリーというものは，

新奇性の維持のためではなく，ゴール達成にふさわ

しい活動を選択するという観点から持ち合わせるべ

きであることがわかる。

3　負荷をどうかけるのか

　「ゴールを念頭において活動を選択する」という

ゴール適合性の観点に加えて，「適切な負荷を与え，

活動にチャレンジの要素を持たせる」という認知負

荷の観点も，活動の選択・組み合わせにおいては重

要となろう。最近の学習理論によると，負荷を生徒

がほとんど感じないような活動をいくら繰り返して

も，これは能力の伸長につながらないという。一方

で，少しだけ負荷を感じるような活動にチャレンジ

させ，それがうまくいった時には能力の伸長が期待

できるという。このような考え方に基づけば，負荷

の度合いを基準として活動を選択し，組み合わせ，

チャレンジの度合いが徐々に上がっていくように提

示していくことが大切となる。もちろん，生徒に

よって負荷を感じるポイントや度合いは異なるはず

である。このような場合に備えて，いくつかの音読

活動（や題材）をクラスターとして同時に提示し，

一定の範囲内で学習者の英語レベルに応じて取り組

む活動を変えていけるような，学習の個別化も大切

となろう。

　またこの観点では，足場かけ（Scaffolding）の

方法も重要となる。足場かけとは，他者からの手助

け提供のことを意味する。足場を提供してもらえる

と達成できるような活動は，ロシアの心理学者ヴィ

ゴツキー（L. Vygotsky）の言葉を借りると，「発達

の 最 近 接 領 域 」（ZPD: Zone of Proximal 

Development）に入った活動であり，生徒の能力

伸長にふさわしい活動といえる。ただ，このような

ZPD に入った活動でさえ，足場をうまく与えられ

なければ，単なる「できそうで，できない」活動に

とどまってしまう。そこで，認知負荷の観点に基づ

いて活動を選択・組み合わせていく場合には，足場

かけの方法を常にセットにして考えていく必要があ

る。なお，音読における足場かけの一例としては，

ペア活動やグループ活動などを通して相互に助け合

いを行うような，いわゆるピアサポートの利用が考

えられる。

　今回は，まず教室場面での生徒の学習行動（つま

り Doing の領域）が，教師の教授活動の選択によっ

て影響されることを示した。その後，音読というポ

ピュラーな教授活動を一例として，活動選択の基準

について考えてみた。活動のレパートリーに幅があ

ることは決して悪いことではない。しかし，レパー

トリー拡充が自己目的化してはならない。マンネリ

や飽きからの真の脱却の鍵は，さらなるレパート

リーの拡張ではなく，ゴールや認知負荷という異な

る基準を加えることの中にこそ隠されているのであ

る。
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